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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 11,692 △45.4 403 △35.8 451 △33.8 40 △84.2

21年3月期第2四半期 21,417 ― 628 ― 681 ― 253 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 0.59 ―

21年3月期第2四半期 3.88 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 34,020 12,306 35.2 176.68
21年3月期 32,746 11,394 33.9 166.87

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  11,980百万円 21年3月期  11,113百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― ― ― 1.50 1.50

22年3月期 ― ―

22年3月期 
（予想）

― 1.50 1.50

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 29,000 △29.4 600 △21.1 1,000 7.9 200 △34.7 2.96



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注)詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他を参照。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注)詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他を参照。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．平成21年５月13日に公表した通期の連結業績予想については、本資料において修正している。 
２．上記の業績予想については、現時点で入手可能な情報に基づき作成しているが、実際の業績は、今後様々な要因により大きく異なる可能性がある。業
績予想の前提となる仮定及び業績予想に関する注記事項等については、４ページ「定性的情報・財務諸表等３．連結業績予想に関する定性的情報」を参
照。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 67,834,489株 21年3月期  67,834,489株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  21,837株 21年3月期  1,234,874株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 67,504,316株 21年3月期第2四半期 65,456,988株



 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、国内での経済対策効果などにより、景気の一部に持ち直しの

動きがみられたものの、企業収益の減少が続き、完全失業率が高水準で推移するなど、景気は依然として厳しい状

況となっている。このような経済状況下、当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績は、商事事業の輸入炭

の販売単価が前年同期と比較し下落したこと、また、販売数量が大きく減少したことを主因に、売上高は116億92

百万円（前年同期比45.4％減）、営業利益４億３百万円（同35.8％減）、経常利益４億51百万円（同33.8％減）、

四半期純利益40百万円（同84.2％減）となった。 

なお、事業の種類別セグメントの業績は次のとおりである。 

①分譲不動産事業 

 マンションの修繕工事が増加したことにより、売上高は４億88百万円（前年同期比4.7％増）となり、営

業損失は34百万円（前年同期は86百万円の損失）となった。 

②賃貸事業 

 賃貸物件の減少により、売上高は５億80百万円（前年同期比28.0％減）となり、営業利益は３億77百万円

（同7.0％減）となった。 

③商事事業 

 輸入炭の販売単価が下落し、販売数量も減少したことにより、売上高は39億31百万円（同70.8％減）とな

り、営業損失は９百万円（前年同期は４億56百万円の利益）となった。 

④輸送事業 

 船舶輸送の減少により、売上高は15億79百万円（前年同期比6.0％減）となったが、燃料費が下落しコス

ト削減できたため、営業利益は１億44百万円（同31.3％増）となった。 

⑤サービス事業 

 シルバー事業の稼働率好調を維持したこと等により、売上高は32億48百万円（同6.4％増）となり、ま

た、コスト削減を実施したことにより、営業利益は２億18百万円（同97.9％増）となった。 

⑥その他の事業 

 前連結会計年度に連結子会社の範囲から除外した㈱北海道ガラスサッシセンターの影響により、売上高は

18億63百万円（同4.4％減）となり、営業利益は39百万円（同19.5％減）となった。 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、340億20百万円となり、前連結会計年度末比12億74百万円増加

となった。この主な要因は投資有価証券が時価の上昇により13億54百万円増加したことによるものである。 

なお、純資産は、その他有価証券評価差額金の増加８億42百万円等により、123億６百万円（前連結会計年度末

比９億11百万円増）となり、自己資本比率は35.2％（前連結会計年度は33.9％）となった。  

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第２四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物残高は39億74百万円（前連結会計年度末比６億66百万円

減）となった。 

 なお、当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりである。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動等の結果得られた資金は２億86百万円（前年同四半期は27億33百万円の使用）となった。これは主に

事業活動によるものである。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動等の結果使用した資金は４億80百万円（同６百万円の獲得）となった。これは主に固定資産の取得に

よるものである。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動等の結果使用した資金は４億71百万円（同12億13百万円の獲得）となった。これは主に借入金の返済

によるものである。 

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報



当第２四半期の連結業績を踏まえ、平成21年５月13日に公表した通期の連結業績予想を修正している。なお、詳

細は平成21年11月11日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」を参照。  

  

 該当事項なし。 

１．簡便な会計処理 

①たな卸資産の評価方法 

 当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略して前連結会計年度末の実地 

棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっている。 

②固定資産の減価償却費の算定方法 

 減価償却の方法として定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額 

を期間按分して算定する方法によっている。 

２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

  税金費用の計算 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効 

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算してい 

る。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示している。 

  

１．完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 

 請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用していたが、「工事契約に関する

会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企

業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会

計期間に着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について、成果の確実性が認

められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については

工事完成基準を適用している。 

 これによる売上高、売上総利益、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はな

い。 

２．表示方法の変更  

（四半期連結損益計算書）  

 特別利益の「その他」に含めて表示していた「貸倒引当金戻入額」は、特別利益の総額の100分の20を超

えたため、当第２四半期連結累計期間より区分掲記することとした。なお、前第２四半期連結累計期間の特

別利益の「その他」に含まれる「貸倒引当金戻入額」は９百万円である。 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）  

 前第２四半期連結累計期間において、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示

していた「自己株式の売却による収入」は重要性が増加したため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記

することとした。なお、前第２四半期連結累計期間の「財務活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」

に含まれる「自己株式の売却による収入」は75百万円である。 

  

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,374 4,744

受取手形及び売掛金 2,500 3,467

販売用不動産 577 797

未成工事支出金 1,104 760

商品及び製品 3,130 1,956

原材料及び貯蔵品 130 109

その他 1,547 860

貸倒引当金 △25 △45

流動資産合計 13,339 12,651

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,281 4,393

土地 9,060 9,214

その他（純額） 724 999

有形固定資産合計 14,067 14,607

無形固定資産   

その他 131 127

無形固定資産合計 131 127

投資その他の資産   

投資有価証券 3,467 2,112

長期貸付金 187 133

差入保証金 2,260 2,259

その他 615 896

貸倒引当金 △48 △43

投資その他の資産合計 6,481 5,359

固定資産合計 20,680 20,094

資産合計 34,020 32,746

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,033 1,955

短期借入金 3,612 4,262

賞与引当金 222 210

完成工事補償引当金 232 325

その他 1,816 1,758

流動負債合計 7,917 8,511

固定負債   

社債 100 －

長期借入金 1,507 1,435



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

受入保証金 4,989 4,748

退職給付引当金 583 569

役員退職慰労引当金 － 74

債務保証損失引当金 3,488 3,144

負ののれん 430 517

その他 2,697 2,350

固定負債合計 13,796 12,839

負債合計 21,713 21,351

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,782 3,782

資本剰余金 2,890 2,866

利益剰余金 3,184 3,092

自己株式 △2 △62

株主資本合計 9,853 9,678

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,629 787

土地再評価差額金 497 647

評価・換算差額等合計 2,127 1,434

少数株主持分 325 280

純資産合計 12,306 11,394

負債純資産合計 34,020 32,746



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 21,417 11,692

売上原価 19,035 9,822

売上総利益 2,381 1,869

販売費及び一般管理費 1,753 1,466

営業利益 628 403

営業外収益   

受取配当金 27 28

負ののれん償却額 119 86

その他 77 39

営業外収益合計 225 154

営業外費用   

支払利息 102 67

持分法による投資損失 36 13

その他 33 25

営業外費用合計 172 106

経常利益 681 451

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 15

投資有価証券売却益 175 －

その他 17 4

特別利益合計 192 20

特別損失   

債務保証損失引当金繰入額 129 344

その他 254 15

特別損失合計 383 359

税金等調整前四半期純利益 490 112

法人税等 230 46

少数株主利益 6 25

四半期純利益 253 40



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 490 112

減価償却費 300 307

負ののれん償却額 △119 △86

固定資産売却損益（△は益） △1 △1

固定資産除却損 9 8

持分法による投資損益（△は益） 36 13

受取配当金 △27 △28

受取利息 △2 △4

支払利息 102 67

投資有価証券売却損益（△は益） △175 －

売上債権の増減額（△は増加） △513 967

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,802 △1,318

仕入債務の増減額（△は減少） 334 93

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） 129 344

その他 △187 △123

小計 △2,428 350

利息及び配当金の受取額 30 32

利息の支払額 △105 △62

法人税等の支払額 △230 △88

法人税等の還付額 － 53

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,733 286

投資活動によるキャッシュ・フロー   

固定資産の取得による支出 △411 △436

固定資産の売却による収入 479 20

投資有価証券の取得による支出 △237 △1

投資有価証券の売却による収入 208 7

その他 △32 △70

投資活動によるキャッシュ・フロー 6 △480

財務活動によるキャッシュ・フロー   

社債の発行による収入 － 100

短期借入れによる収入 4,656 2,292

短期借入金の返済による支出 △2,799 △2,585

長期借入れによる収入 401 710

長期借入金の返済による支出 △1,117 △995

配当金の支払額 － △99

自己株式の売却による収入 － 113

その他 72 △7

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,213 △471

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,513 △666



（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

現金及び現金同等物の期首残高 6,451 4,640

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,938 3,974



 該当事項はなし。 

  

 前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日）  

 当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 （注）１．事業区分の方法 

事業は、商品及び役務の種類・販売市場等の類似性を考慮して区分している。 

２．各区分に属する主要な商品の名称  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
前第２四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

  
分譲不
動産 
(百万円) 

賃貸
(百万円)

商事
(百万円)

輸送
(百万円)

サービ
ス 
(百万円)

その他
(百万円)

計 
(百万円) 

消去又
は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高                                              

(1)外部顧客に対する売上高  466  805  13,462  1,680  3,053  1,948  21,417 －  21,417

(2)セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 82  394  416  380  35  127  1,435 (1,435) － 

計  549  1,199  13,878  2,061  3,088  2,076  22,852 (1,435)  21,417

営業利益又は営業損失(△)  △86  405  456  110  110  49  1,045 (417)  628

  
当第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

  
分譲不
動産 
(百万円) 

賃貸
(百万円)

商事
(百万円)

輸送
(百万円)

サービ
ス 
(百万円)

その他
(百万円)

計 
(百万円) 

消去又
は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高                                              

(1)外部顧客に対する売上高  488 580 3,931 1,579 3,248 1,863  11,692 － 11,692

(2)セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 0 410 355 251 159 40  1,219 (1,219) －

計  489 990 4,287 1,831 3,408 1,903  12,911 (1,219) 11,692

営業利益又は営業損失(△)  △34 377 △9 144 218 39  736 (332) 403

事業区分 主要商品

分譲不動産 分譲マンション、戸建住宅、住宅地 

賃貸 賃貸ビル、賃貸マンション、店舗・設備賃貸 

商事 石炭、石油類、建築資材類 

輸送 
一般貨物自動車運送事業、内航海運業、タクシー業、港湾揚荷役

作業及び鉄道輸送 

サービス 
シルバー事業、マンション・ビル管理、事務・技術計算の受託、

給食事業 

その他 石灰類、管工事業 



３．会計処理の方法の変更 

前第２四半期連結累計期間  

（棚卸資産の評価に関する会計基準）  

第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月

５日）を適用している。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の

営業利益は、分譲不動産事業で35百万円減少している。 

当第２四半期連結累計期間 

（完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更）  

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、当第１四半期連結

会計期間より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を適用している。この変

更に伴う影響はない。   

   

  前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日） 

  本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社がないため、該当事項はない。 

  当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

  本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社がないため、該当事項はない。   

  前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日） 

  海外売上高がないため、該当事項はない。 

  当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

  海外売上高がないため、該当事項はない。 

  

 該当事項なし。 

  

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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